
地下構造研究室(Earthʼs Interior Laboratory)
三次元的な地震波速度構造・
モホ⾯深度構造モデルの構築

三次元地震波速度構造モデルの構築
(東北地⽅における東⻄断⾯(a)P波速度、
(b)S波速度、(c)Vp/Vs)
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地震波速度モデルを基にした地殻の厚さのモデルの構築

Matsubara et al. (2017)

 地震活動の把握・活断層に
よる地震の最⼤規模の推定
や伏在活断層の抽出

 地震発⽣メカニズムの解明

 各種地下構造モデルの構築
 不均質構造モデルを⽤いた
地震動シミュレーションへ
の活⽤

精度の⾼い震源カタログ構築

Yano et al. (2016)

防災科研Hi-net の震源をDouble-
Differece法により再決定した⾼精度
震源カタログ

2016 年 4⽉
の三重県南
東沖の地震
の地震波伝
播 シ ミ ュ
レーション
の結果
X-Xʻ で は海
洋モホを伝
播する地震
波の特徴を
再現するこ
とに成功

Takemura et al. (2016)

不均質構造モデル
を構築

地震動シミュレーション
に活⽤

沈み込むプレートの形状構築

四国⻄部におけるフィリピン海プレート内のモホ⾯構造モデルの構築
(a) レシーバー関数（⾚部の上部が低速度域、下部が⾼速度域）(b)
震源分布を含む (c) 解釈図
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